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資本性劣後ローンによる資金調達及び当座貸越契約（増額変更）の締結に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会にて、株式会社商工組合中央金庫から資本性劣後ローンによる

３億円の資金調達及び株式会社みずほ銀行との当座貸越契約を１億円増額することを決議致

しましたので下記の通りお知らせいたします。 

 

 記 

 

 １. 本資金調達及び契約変更の目的・意義 

 当社は2021年９月期通期決算発表にて開示している通り、当期において開発体制及び営業

人員の強化へ約4.7億円の成長投資を行う予定です。これは現在の様なCOVID-19影響下にお

いても今後の中長期的な売上最大化に向けて大きく成長していく為に必要な投資と考えてお

ります。 

 当社においては2021年9月期末時点において現預金約6.3億円に加えて、既存金融機関から

の借入枠も約7.7億円確保しており、事業を継続する上で十分な財務健全性を担保しており

ます。その上で、上述成長投資による中長期での成長を最大化する為、今回の資本性劣後ロ

ーンによる借入及び当座貸越契約の増額を通じて財務基盤をより強固にすることを目的とし

ております。 

 

２. 借入及び契約変更の内容 

①資本性劣後ローン 

（１）借入先 株式会社商工組合中央金庫 

（２）借入金額 ３億円 

（３）借入実行日 2022年２月28日（予定） 

（４）借入期間 ５年1か月間 

（５）担保等の有無 無担保・無保証 

 

②当座貸越契約の変更 

（１）借入先 株式会社みずほ銀行 

（２）契約極度額 （変更前）３億円 

（変更後）４億円 

（３）契約締結日 2022年２月28日（予定） 



（４）契約期間 １年間 

（５）担保等の有無 無担保・無保証 

 

３. 資本性劣後ローンの特徴  

 今回の資本性劣後ローンによる債務については金融機関の資産査定上、自己資本とみな 

すことができ、実質的に資本増強効果が得られ、財務の健全性を示す指標を高めることが 

可能となります。 

 

４.今後の見通し  

 本件による 2022年９月期の業績に与える影響は軽微であります。 

 

 以 上 


